
第４学年２組 理科学習指導案 
                      平成３０年２月６日（火）第５校時 

                        場 所          理科室 

                           児童数          ３１名                                                            

指導者        佐々木 宰   

１ 単元名 水のすがた 

 

２ 単元について 

（１）教材観 

    本単元は、小学校学習指導要領の理科に示された「内容Ａ 物質・エネルギー（２）金属，水，

空気と温度」を受けて設定したものである。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

本単元では、水が氷や水蒸気になる様子を観察し、水の温度と関連づけながら調べ、見いだし 

た問題を興味・関心をもって追求する活動を通して、水の状態変化についての見方や考え方を養

うことがねらいである。 

また、児童は４年生の２学期に「もののあたたまり方」で、水は熱せられたところの水が上の

方へ動いて、上から順に温まることや、「ものの温度と体積」で、水は温度によって体積が変わ

る性質があるということを学習してきている。 

そこで、本単元では導入で氷の体積に関する実験と氷の温度に関する活動を行う。その際、児

童一人一人が個人の考えをしっかりともつ場面、意見を交換する場面、自分の考えをより妥当に

する場面を意図的に設定することで、主体的・対話的で深い学びを実現する。 

また、単元の導入の学習を特に大切にすることによって水が状態を変化させたときの変化への

関心を高め、単元全体の意欲を高めたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標（１） 空気や水，物の状態の変化，電気による現象を力，熱，電気の働きと関係付

けながら調べ，見いだした問題を興味・関心をもって追究したりものづくり

をしたりする活動を通して，それらの性質や働きについての見方や考え方を

養う。 

 

内容Ａ 物質・エネルギー  

  （２）金属，水，空気と温度 

金属，水及び空気を温めたり冷やしたりして，それらの変化の様子を調べ，

金属，水及び空気の性質についての考えをもつことができるようにする。 

ア 金属，水及び空気は，温めたり冷やしたりすると，その体積が変わること。 

イ  金属は熱せられた部分から順に温まるが，水や空気は熱せられた部分が移

動して全体が温まること。 

ウ  水は，温度によって水蒸気や氷に変わること。また，水が氷になると体積

が増えること。 

【学習の系統性】 

 

４年生 
ものの 
あたたまり方 

４年生 
ものの 
温度と体積 

 

中学校１年生 

状態変化 

中学校２年生 
化学変化と 
 原子・分子 
 

 



（２）児童観 
  【省略】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）指導観 

    本学級の児童は、学習への意欲も高く、基礎・基本が身に付いている児童が多い。２学期の「も

ののあたたまり方」や「ものの温度と体積」の学習では、理科室での実験を中心とした学習にも、

意欲的に取り組んでいた。しかしその反面、自分の立てた予想や考察を発表したり、グループで

の話し合いをしたりすることに自信がない児童もいる。また、実験の記録では、文章で気付きな

どを記録することが多かったが、図を用いることができる児童も少しずつ出てきている。 

そこで、本単元では、本学級の理科への学習意欲の高さを生かし、単元の導入を実験からスタ

ートする。その際、児童一人一人が個人の考えをしっかりともつ場面、意見を交換する場面、自

分の考えをより妥当にする場面を意図的に設定する。また、単元の導入の学習を大切にすること

によって水が状態を変化させたときの変化への関心を高め、単元全体への意欲を高めたい。実験

の記録の際には、より客観的で分かりやすいように図やグラフを効果的に活用できるように指導

していく。 

本時では、児童が自分自身の考えをもつきっかけとなるように、導入で既習事項の復習を行う。 

また、水と氷の体積に関わる実験を演示したり、水や氷の温度を計ったりすることで実感をとも

なわせ、児童の関心を高めたい。今までの経験や本時の経験、既習事項などを基に児童一人一人

に自分の考えをもたせる。その後、グループやクラスで意見を交流することで、自分の考えを深

めたり、広げたりさせたい。 

 
 



３ 単元の目標 

（１） 単元全体の目標 

水が氷や水蒸気になる様子を観察し、水の変化を温度と関連づけながら調べ、見いだした問

題を興味・関心をもって追求する活動をとおして、水の状態変化についての見方や考え方を養

う。 

（２） 具体的な目標 

  ア 自然事象への関心・意欲・態度 

    ・水を冷やしたり熱したりしたときの水の様子に興味をもち、水の状態変化と温度との関係に

着目して調べようとする。 

  イ 科学的な思考・表現 

    ・水→氷の状態変化を温度と関連づけて考え、表現する。 

    ・水→水蒸気の状態変化を温度と関連づけて考え、表現する。 

  ウ 観察・実験の技能 

    ・実験器具を正しく使い、水を冷やし続けたときの水の温度と様子を確かめ、その結果を記録

してグラフに表す。 

    ・実験器具を正しく使い、水を凍らせる前後の体積を確かめ、その結果を記録する。 

    ・実験器具を正しく使い、水を熱し続けたときの水の温度と様子を確かめ、その結果を記録し

てグラフに表す。 

    ・実験器具を正しく使い、水を沸騰させてから水から出てきた物が何かを確かめ、その結果を

記録する。 

  エ 自然事象についての知識・理解 

    ・水を冷やし続けると０℃で氷に変化し、体積が増えることを理解する。 

    ・水を熱し続けると、１００℃近くで沸騰して水蒸気という気体になることを理解する。 

 

４ 学校課題研究主題との関連 

 

 

 

    

 

 本単元では、学習問題を作ったり、実験の結果から考察したりする場面で、ペアやグループで伝

え合う場面を意図的に設定し、お互いの感じたことや考えたことを大切にしたり、違いに気付いた

りできるよう授業を展開していく。  

 

５ 「学力向上プラン」との関連 

   本校の理科で「重点的に伸ばす学力」は、科学的根拠のある予想や仮設を立てる力、観察・実験

したことを正確に記録する力、観察・実験から推論して結論を導き出し、表現する力の３点である。 

４年生では、特に「自然の事物・現象の変化とその要因とを関係づける能力の育成」を重点目標

としている。実験の結果から分かったことをペアやグループ、学級で話し合う場を設け、考察する

力を育てたい。その際には、児童一人一人が自分と向き合い、個人の考えをしっかりともてる時間

を確保していく。さらに友達と意見を交換する場面、自分の考えをより妥当にする場面を意図的に

設定することで、自然の事物・現象の変化とその要因とを関係づける能力の育成を図りたい。 

 

 

 

 

 
 

〈研究主題〉 

自信をもって自分の思いを伝え 互いのよさを認め合える児童の育成 

～自らつくりだす喜びを味わい 豊かな情操を育てる図画工作科の在り方～ 

 

 



 
６ 指導と評価の計画（１０時間扱い） 
   

小単元 
時
間 

指導内容 

評価規準・評価方法 
 

【言】・・・発言分析    【記】・・・記録分析   【行】・・・行動観察 

関心・意欲・態度 
科学的な 
思考・表現 

観察・実験 
の技能 

 知識・理解  

 

 

 

 

 

水を冷やし
たときの 

変化 

本時 

１／１０ 

５ 

水を冷やした
ときの温度や
様子の変化を
調べ、結果をグ
ラフに表し、水
が０℃になる
と固体の氷に
姿を変えるこ
とや、水が氷に
なると体積が
増えることを
とらえる。 

氷が水になるとき
の様子に興味をも
ち、自分なりの課
題をもとうとしてい
る。 

【言】【記】 
水を冷やしたとき
の水の様子に興
味をもち、水の状
態変化と温度との
関係に着目して
調べようとする。 

【言】 
 

水→氷の状態
変化を温度と関
係づけて考え、
表現する。 

【言】【記】 

実験器具を正しく
使い、水を冷やし
続けたときの水の
温度と様子を確か
め、その結果を記
録してグラフに表
す。 

【行】【記】 
 

水を冷やし続け
ると０℃で氷に変
化し、体積が増
えることを理解す
る。      

【言】【記】 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
水をあたた
めたときの
変化 

 
 

 
 
 
 
 
５ 

水をあたため
たときの温度
や様子の変化
を調べ、結果を
グラフに表し、
水を熱して温
度が 100℃近
くになると沸
騰し、水蒸気と
いう気体にな
ることをとら
える。 
また、氷(固体
)⇔水(液体)⇔
水蒸気(気体)
という状態変
化についてま
とめる。 
 

水を熱したとき
の水の様子に興
味をもち水の状
態変化と温度と
の関係に着目し
て調べようとす
る。    

【言】 
 

水→水蒸気の
状態変化を温
度と関係づけ
て考え、表現す
る。 
【言】【記】 

 

実験器具を正し
く使い、水を熱し
続けたときの水
の温度と様子を
確かめ、その結果
を記録してグラ
フに表す。 
  【行】【記】 
 
 
実験器具を正し
く使い、水を沸騰
させて水から出
てきたものが何
かを確かめ、その
結果を記録する。 

【行】【記】 
 

水を熱し続ける
と、100℃近くで
沸騰して水蒸気
という気体にな
ることを理解す
る。   

【言】【記】 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
７ 本時の学習指導（本時 １／１０時） 
（１） 目標 

科学的な関心・意欲・態度 
○氷が水になるときの様子に興味をもち、自分なりの課題をもとうとしている。 

 
展開 
 

学習活動 
主な発問（教師の働きか
け）と予想される児童（生
徒）の反応 

○支援・指導上の留意点 
◆評価計画 
◎学校研究主題との関連 

資料 
用具 

導 
入 

(５) 

１ 水・氷クイ
ズ①をする。 

（既習事項に関
わるクイズ） 

 
 
 
 
 
 
２ 本時の課題
を設定する。 

 

Ｔ水はどのような順であ
たたまるか。 

・上から順にあたたまる。 
Ｔ水の体積はあたためる
とどうなるか。 

・体積が大きくなる。 
Ｔ水の体積は冷やすとど
うなるか。 

・体積が小さくなる。 
 
 
 
 

○ＩＣＴ機器を活用し、テンポよく既 
 習事項を振り返ることで、学習への 
 意欲を高める。 
○体積について触れることで、展開の 
 活動へつなげる。 
 

ＩＣＴ 
プレゼ
ンテー
ション
ソフト 
レザー
ポイン
ター 
 

 
 
 
 
展 
 
 
 
 
開 
 
 
 
 

(30) 

３ 水と氷の体
積について考
える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 水と氷の温
度変化につい
て予想する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｔ氷は水に浮くか。 
・浮く  ・浮かない 
Ｔ教師机で実際に行う。 
・浮く 
 
Ｔこの氷が溶けたら、コッ
プの水は、どうなるか。 

・あふれる 
・あふれない 
 
Ｔ理由を書きなさい。 
 
Ｔあふれると思った人の
理由の発表。 
あふれないと思った人
の理由の発表。 

 
Ｔ友達の発表を聞いた後
の自分の考えはどちら
か。 

 
 
Ｔ水、氷の温度は何度か。 
 
 
 
 
Ｔ水の温度（15℃）から 
 氷の温度（－15℃）へ 
 の変化の様子を予想し 
 なさい。 
 
 
 
 

◯教師机に全員を集まらせ、実際に行 
 い実体験を大切にすることで、氷と 
 の出会いを大切にする。 
○２択にすることで、全員が参加でき 
 るようにする。 
 
 
 
 
○理由を板書することで、４の活動に 
 つなげる。 
○結果が出るまでは、時間がかかり、 
 途中経過が気になってしまうことか 
 ら、コップに目隠し用箱をかぶせる。 
 
 
 
 

 
 

 
 
○水、氷の温度をそれぞれ実際に測る 
 ことで実感を伴わせ、興味を高める。 
○実験器具の配布、扱い方の安全に留 
 意する。 
 
○温度の変化に焦点をあてるため、水 
 の温度（15℃）、氷の温度（－15℃） 
 として予想させる。 
 

 
 
 

 

コップ 
氷 
水 
箱 
 
ＩＣＴ 
書画カ
メラ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
温度計 
氷 
寒剤 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

過程 

(時間) 

【学力向上プランとの関連】 
お互いの考えを発表することで、同
じ考えや違う考えがあることに気
付く。 

課題：氷と水のなぞにせまろう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ グループで
自分の考えを
発表し、意見
を交流する。 

 
６ クラスで意
見 を 交 流 す
る。 

 
７ 水と氷の体
積についての
結果を確認す
る。   

 
 
 
 
 
 
８ 今日の結果
から、学習問
題を考える。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｔ理由を書きなさい。 
・一気に温度が下がって氷 
 になる。 
・氷になるときは、０℃の 
 ままになる。 
・上がったり、下がったり 
 しながら冷えていく。 
・一度ぐらいは、温度が上 
 がる。 
 
Ｔグループの友達に自分
の考えを伝えなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
Ｔあふれると思った人の
理由の発表。 
あふれないと思った人
の理由の発表。 

Ｔ友達の発表を聞いた後
の自分の考えはどちら
か。 

Ｔ氷が溶けても、水はあふ
れません。 

 
Ｔ今日の実験から、調べて
みたいことを考えよう。 

 
 

○大まかにグラフで予想することで、 
 視覚的に分かりやすくする。 
○考えを分類することで、自分の考え 
 を明確にさせる。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○クラスで意見を交流することで、複
数の考えがあることを共有する。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ＩＣＴ 
 
書画カ
メラ 

〈０℃でこおる型〉 

〈一気に下がる型〉 

〈０℃のまま型〉 

〈でこぼこ型〉 

【学力向上プランとの関連】 
お互いの考えを発表することで、同
じ考えや違う考えがあることに気
付く。 



整 
 
理 
 
 

(10) 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９ 学習のふり
か え り を す
る。 

 
 
10 次時の予告
をする。 

 

 
・水がこおると体積は変わ 
るか。 

・水がこおるときの温度は
どうやって変化するの
か。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ｔ今日学習したことで気
がついたこと、分かった
こと、思ったことを書き
なさい。 

 
Ｔ次時は、今日考えた調べ
てみたいことを実際に
実験してみよう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○次時に本時の課題についての実験を 
 行うことを伝え、次時への意欲につ
なげる。 
 

 
 
 
 
 

 
 
８ 板書計画 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９ ＩＣＴ機器活用計画 
 

 
   
 
 
 

 
 
 
 

バッタ 

の絵 

トンボ 

の絵 

〈関心・意欲・態度〉 
氷が水になるときの様子に興味を
もち、自分なりの課題をもとうと
している。   【言動・記録】 

 
支援方法 
・Ｂ→Ａへの手立て 
考えた他方の実験についても、考
えるよう声をかける。 
 
・Ｃ→Ｂへの手立て 
ヒントカードを使い、温度の変
化、体積に着目させる。 

 

課題：氷と水のなぞにせまろう 

①氷がとけると水があふれるか。 

あふれる 

・水の量がふえるから。 

・上に出ている分ふえるから。 

あふれない 

・もともと入っているから。 

・氷になると体積がへるから。 

②水から氷へどう温度が変化するか。 

・水がこおると体積が変わるか。 

・水がこおるときの温度はどうやって変化するのか。 

 

上のグラフのそれぞれの理由 

①水についての既習事項クイズ 

 （プレゼンテーションソフト） 

②氷が溶けたら、コップの水は、

どうなるか。 

 （書画カメラ） 



 


